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【自由記入欄への回答】 

自由記入欄への回答                            

自由記入欄 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆男女平等、男女共同参画について 

 ・「男女共同参画社会」に関して、現在は、職種の多様化により女性の社会進出が顕著になった  

ように感じられます。また、セクハラ、パワハラ、ＬＧＢＴ、ジェンダー等もマスコミに取り

上げられる機会が多くなり、かなり職場環境も改善されているように思えます。 

 ・古き考えが全て悪いとは思わないが、性別に関わらず年齢等に関わらず、全ての人権が尊重  

される施策が実施されますことを願っています。 

・日本は欧米諸国と比べて、まだまだ遅れている部分が多い。欧米では女性の社会進出も日本と

比べものにならないほど多いです。見習う部分は見習って、フランスのように、ある一定数は、

女性が参画すると決めてしまうのは、ありかも知れません。 

・男性、女性ともに協力し、できる事を話し合い、お互いに尊重しあうことができる社会になる

と良いと思う。 

・時代が変わり、価値観も変わり、求められていることも変わってきていますが、お互いを知る

ことで少しでもギャップを埋めることができると思います。男女の違い、考え方の違いを知る

ことで分かりあうことができるのだと思います。 

 ・男性として女性としてというよりは人として尊重されることがまず大切だと思います。今まで

の慣習や男女の特性を生かしていくことでもいいかとは思いますが、今までの慣習の男女の 

役割が逆転した状態でも受け入れられる、どちらかに不利が生じることのない社会が良いと 

思います。 

・無理に女性を登用したりすることはないと思います。男も女も互いを尊重することが大切。  

男女は身体的にも精神的にも違いがあるのだから平等ではあるものの、役割がちがっても良い

のでは。 

 ・女性が活躍できるような社会は、発展すると思います。女性が進出することを歓迎します。 

 ・男女平等は難しいと思う。男女では身体のつくりも違うので。もう少し、女性に（特に働く      

お母さんや不妊の方に）優しい世の中になると嬉しいです。 

市は、男女共同参画社会の実現に向けて様々な施策を実施しています。ご意見

やご要望等を下記の自由記入欄にご記入ください。 

自由記入欄には、189名からご意見をいただきました。（回答率 16.2％） 

以下に、いただいたご意見を抜粋して掲載します。 



第２章 調査結果            

276 

 

【自由記入欄への回答】 

・法と行政が確立されていれば、ことさら共同参画としなくても、自然にその方向へ行くと思う。 

 ・男女平等とは何かを年代別に分かりやすく長期にわたり実現に向けて実施すべきと思います。

法律を作っただけでは男女平等にはならず、様々な視点で考え、行動に移していく為に日々  

考える必要があることを一人ひとりが認識するべきである。その為にはもっと分かりやすく、

伝えていくことが大切だと思う。 

 ・長年、国全体として取り組んでいる項目ではありますが、実際中々進展していないのが現状だ

と思われます。男女が共に特に職場で待遇を平等にするというのは大きな目標になると思い 

ます。 

・そもそも男女は平等になれるのでしょうか？本当に同じ仕事をしているのなら男女関係なく、

同一評価は正しい事ですが、実の処、仕事をするのは「男だから」「女だから」と言う意識の上

です。主夫向きの男性なら、家庭の仕事をしたいでしょうが、「男だから外で仕事」となってい

る事が多いはずです。働きたい女性を受け入れるのは是非、と思いますが、「何もかも男女を  

同じに」と画一化した考えは、どこかおかしい気がします。 

・男女が平等にというのは、無理な部分もありますが、働く上での収入は、平等にならないと   

いけないと思います。男女それぞれの利点、得意・不得意はあるので、それぞれの良さを生か

せる社会に（男女とか決めずに、個に向いた形に）なったらいいなと思います。 

 

◆家庭生活について 

 ・男女共同参画という言葉の意味がわからない。男女平等と言う事か？女性が社会に進出する事

だけが男女平等でもなく、男性が家事援助する事が平等でもない。その家庭のあり方があると

思う。社会に決められたくはない。 

 ・男女平等の基本は家庭にあると思う。対等で協力し合う夫婦像が必要で、家事、育児を分担   

するのが当たり前になってほしい。社会においても男女平等で、男女共に家庭と仕事を両立  

するためには、仕事の時間を今よりも減らす必要がある。子育てにおいても男の子、女の子で

違った役割を植えつけないことが大切だ。男の子にも家事を手伝うように育てられると将来 

結婚してから、家事を分担できるようになる。 
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【自由記入欄への回答】 

◆男女の就業・仕事について 

 ・仕事を続けられる環境作りが一番と思います。子どもがいる場合、安心して預けられる保育  

施設等の充実が望まれます。 

 ・男女共同で仕事をしていくことは大切です。でも、向き、不向きもあります。それぞれの家庭

環境も異なるなか、すべて平等に…というのは難しいのかな、と思います。小さい子どもは  

「お母さん」が必要です。働きたいけど、働けない「お母さん」はたくさんいると思います。

女性の優しさ、気配りは社会において必要です。女性が１人でも多く働ける社会になれるよう、

期待しています。 

 ・男と女の共同参画セミナー事業での講演会を聞くことがありました。日本での女性の歴史を取

り上げても、女性の権利が叫ばれ、社会で活躍できるようになったのは、まだ歴史が浅いと  

思います。人口減になってしまうこれからの社会、女性の活躍がなければ成りたたないと思い

ます。そのような中で女性活躍推進法が制定されたことはうれしいことです。女性が職場、  

そして子育てが安心してできるような社会の仕組みがつくられ、少子化をストップできます 

ように望みます。 

 ・男女平等の言葉が一人歩きしています。実際は、男性の育児休業があっても、取る人は僅か   

です。取れる環境作りは、やはり、上司が積極的に啓発してくれないと無理です。その為にも、

女性が、政治にも地域にも職場でも、役職に就き、啓発してもらいたいです。 

 ・職場復帰を考えて保活をしていますが、来年度の保育園に入園できるか心配です。子どもを  

預かってくれる所がないのに、女性の社会参加も何もないと思います。 

 ・今後、共働き家庭は増加していくと思う。又は、増加していくべきであると思う。しかし、    

出産、子育てをする際、育児休業、時短という制度をもっと柔軟に使うことができる社会が  

必要だと思う。育休、時短は女性が取得するものという考えが社会には根強い。男性も積極的

に利用すべきである。また、学校教育、幼稚園などの行事や役員などは女性が参加することが  

多いが、男性も積極的に参加するべきだし、会社側も参加できる休暇制度を作るべきである。 

  ・最近、「男女共同参画社会」の概念が捻じ曲げられ、「男は仕事、女は家庭」を否定する風潮が   

あると感じる。女性は出産後も働き続けるべき、男性も育児休暇を取るべき、夫と妻で仕事も

家庭も分担して両立させるべき、というひとつの価値観を推進しているのにはとても違和感が

ある。夫が仕事中心で妻が家庭を守るケース、夫と妻で仕事も家庭も両立させるケース、妻が

仕事中心で夫が家庭を守るケース、様々な家庭があってもいいのではないか。 

・仕事（フルタイム）をしながら子育てしていると、やはり女性の負担の方が大きいことを実感

します。制度が整っていても、周囲の理解がなければ利用できず、また利用できても肩身の  

せまい思いをすることがあります。働きながら子育てをしやすい環境になってほしいと願って

います。 

・職場や家庭において「女性」だからという理由で女性が不利益を被ることがあれば、それは   

是正していく必要があると思う。  
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【自由記入欄への回答】 

・女性がみんな仕事をしないといけないとは思わない。育児に専念したい人は育児に専念すれば

いい。育児に専念したくても収入がなくて働かざるを得ない人達もいる。仕事と育児の両立な

んてなかなかうまくいくものではない。男性も女性も好きなことをできるようにしてほしい。 

・女性は出産、子育てによって大きく仕事の方向性が変わってくると思います。男性の育休も  

知られてはきていますが、会社で受け入れられるかは話が別です。日本の男性は働きすぎだと

も思います。だから、家事をする余裕はなくなりますよね…。 

・トップを男性だけにしないで必ず女性側から意見を言えるシステムを作る。我々の若い時代  

より大分よくなっていると思う。 

 

◆仕事と生活のバランスについて 

 ・年齢に関係なく、「男はこれ、女はこれ」といった価値観が固定されすぎていて、根本から    

どうにかしてもらいたい。女性が仕事をするという事に関して世の中が動くのが２０～３０年

遅すぎる。男性の“主夫”がもっと増えていいと思う。それぞれの性格等から、その方が向い

ているという人は男女どちらにもいる。 

 

◆地域活動について 

 ・様々な地域活動に、初心者が（特に男性）参加し易い環境づくりをしてほしい。 

 

◆教育について 

 ・男女共同参画社会は実現しつつあると思います。職場等で頑張っている人達を見たり、共に  

働いたりしていると、自分自身の意識も変わると思います。今では女性が活躍している姿を  

メディア等で取り上げたり、学校教育でも充実しつつあると思います。が、やはり家庭教育  

（人間形成）が大切だと思います。家庭教育を担う、未来の親を育てる教育が不可欠です。徐々

に意識改革を高揚させつつあると思います。地域で活躍している人（身近な人）を紹介して、個々

に希望をあたえるような活動をしてはいかがでしょうか。 

 ・１０年、２０年前とは様変わりし、女性が各分野で活躍し、その状況が不思議でも何でもない

ごく自然に感じられる社会になってきていると思います。今後、更に１０年先の理想として 

「女性が…」「男性が…」と特別な意識をすることなく男女が自然に活躍している社会になれば

と思います。このためにも小・中学校などでの男女共生教育は大変重要なことだと思います。

又、今の段階では、まだまだ「各方面で、各場所で、各職位で、女性が活躍している状況の    

紹介」が必要ではないでしょうか。 

  



第２章 調査結果            

279 

 

【自由記入欄への回答】 

◆ＤＶ・相談について 

 ・ドメスティック・バイオレンスなどが行われている家庭などを周囲の人達が、気にかけれたら  

良いと思う。子育てが一段落した男性がもう少し協力してもらえたらなと思います。 

 ・男性目線で言うと、暴力を振るうのは“男性→女性”とは限らない。 

 ・ＤＶについては、受けている本人は、ＤＶだと思っていないことが多い。生活費が少ない、   

子どもが小さい、時間がないといった理由で我慢してしまう。 

 ・以前、女性の悩み（カウンセリング）相談にお世話になったことがあります。逃げ道とでも   

言いましょうか、大変救われました。ありがとうございました。 

 ・絶対に暴力はいけません。私は男性ですが、絶対やらないようにと心に念じています。テレビ

ではあまりにその暴力事件が多い事に驚きます。またそういうストレスが理解してもらえる 

ような相談窓口のようなものがいくつもあってもいいですね。 

 ・どんなに充実した施設等があっても、わざわざ相談しに行ける人は少数だと思います。来る人

を待つのではなく、気付いてあげられる環境を…。 

 

◆市の推進施策・取り組み等について 

 ・私達２０代では、なかなか市が行っている施策を目にする事や参加する事が出来ていない。  

もっと、目で見て参加出来る施策があれば良いと思う。また、情報も「今」「何を」「どこで」

やっているのか判らない事が多く、「あっ、実現に向けて施策をしているんだ!!」って思い   

ました。 

・結婚をして出産しても、また社会で女性が働きやすいよう、子育て支援の充実をお願いします。 

 ・男女共同参画社会実現に向けて行っている施策を一つひとつ評価し直すこと。効果が上がって

いるのか、いないか見直しましょう。 

・男女共同参画という言葉は、よく理解している人も多いと思うが、実際に日々に忙しく働いて  

いる人や子育て中の人には、理解したり考えたりする余裕がないのではないでしょうか。男女

とも生活しているのですから、男女共同参画の考え方など、もっと広めてほしいと思います。  

自己中心の考え方に陥ることだけは避けなければなりませんが。大人数の講演会ではなく、  

地域に密着した気軽な講習などお願いします。 

・市が男女共同参画社会の実現に向けて、具体的にどのような活動をしているのか全く感じられ

ない。成果はあがっているのか。 

・市としても、いろいろ参加型の企画をやっていると思いますが、何となく小難しいような名称

で、何をやるのか分からないので、参加しにくいと思う。身近な言葉と具体的な事を示して  

いただけると、少しは参加者も増えるのでは。 
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【自由記入欄への回答】 

 ・久喜市と一括りにしても、地域によって考え方が異なると思います。全市民が理解するには、

気が遠くなるような年月がかかるようにも思えます。誰もが分かりやすい言葉で説明していく

必要があるのでは、と思います。 

 ・子育てをしながらも、安心安定した家庭が過ごせるような町であって欲しい。その為には周り

の地域、社会がしっかりと充実出来ればいいのですが。一人孤立にならないように相談、窓口

の充実をして下さい。 

 ・県の広報では男女共同参画をよく目にしたりしましたが、市でも広報で見かけました。しかし、

久喜市が取り組んでいる施策は知らなかった。又、言葉など理解してない事が多かった。関心

のある方は一部分の人ではないでしょうか 

 ・日中市内にいることがあまりないこともあり、意識調査に回答できるほど久喜市の取り組みを

知りませんでした。今後、色々知っていけたらと思います。 

  ・仕事に出ているためであるかも知れないが、久喜市が男女共同参画社会の実現に向けた施策を

実施していることを知らなかった。市の広報などあまり目を通していないことも問題であるか

と反省するが、もう少し大体的に周知した方がいいと思う。 

   ・市は男女共同参画社会実現に向けて様々な施策を実施しているということですが、それが市民

にもっとわかるように情報紙以外の働きかけも詳しく行ってほしい。講演会、ワークショップ

の宣伝等。 

  ・情報誌“そよかぜ”は記憶にありません。 

・インターネットや新聞、ニュースなど、たくさんのメディアで女性の社会進出などは取り上げ

られてきていると感じています。これからは、出産や育児についてのサービスなどを充実して

ほしいです（母子、父子家庭を含め）。 

 ・男女共同参画社会の実現については、社会的概念では大体の見当はできますが、個々の市町村

で久喜市の具体的な活動については全然知りませんでした。市民に対する情報の提供が大切か

と思います。 

 ・今後、久喜市の広報等に注目して、参加できる機会があればと思いました。 

 ・アンケートを通して、久喜市で様々取り組んでいることが分かりましたので、もっと関心を  

持って、読んだり参加したりしたいと思いました。女性蔑視は公けにはならないところでまだ

まだあるのではないかと思います。誰にも相談できず苦しんでいる女性へ、あたたかな手を  

差し伸べる久喜市であってほしいと願っています。 


